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午前10時00分開会 

○池田委員長 

 定足数に達していますので、ただいまから建設

水道委員会を開会します。 

 本委員会に付託されました案件は２件、すなわ

ち議案第36号、議案第37号です。これらの案件を

逐次議題とします。 

議案第36号 市道路線の認定についての件を議

題といたします。 

 直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。 

○中島委員 

 尐しお尋ねいたします。 

 今回の市道認定、八橋来迎寺５号線ということ

で認定をするというこういう提案がございます。 

八橋の東部土地区画整理事業にあわせて管理者

の負担金ということを出す根拠としてこの市道認

定を行わなければならないと、こういう説明は本

会議の中でありまして、理解をいたしました。 

こういう認定をいたしますと区画整理以外のと

ころもやるわけですけども、これ、延長でいうと

区画内が何メートルで、区画外が何メートルとい

うことになるのでしょうか。 

○都市計画課長 

 この八橋里線ですね、都市計画道路八橋里線に

ついての延長ということでございますが、全長で

都市計画決定としては690メートル、そのうち知

立八橋東部土地区画整理事業の中が、取り方はあ

るんですけど283メートルということです。区画

整理よりも西側、駒場牛田線とのタッチまでの距

離、これがおおむね200メートルぐらいです。 

 それから、区画整理より東側、安城市側ですね、

これが大体207メートルぐらいということになっ

ております。 

 以上でございます。 

○中島委員 

 わかりました。これについては、区画整理の方

については平成25年３月31日末で完了するという

計画でありますね。一応予定としては。この道路

についてもその範囲内で当然のことながら整備を

されると、こういうことですが、事業との関係で

言いますと、この整備、今市道全体ですね、どう

いうふうな整備が順次行われていくのかというこ

とも明らかに計画をお聞かせいただきたいという

ふうに思いますが。 

○都市計画課長 

 区画整理内におきましては、当然のことながら

公共管理者負担金ということで用地等確保してい

ただいて、その中で整備を進めていって、委員の

言われるように、八橋の周辺のまちづくりの中で

つくっていくと。 

それで、それ以外については、これも本会議の

方で部長の方からお話をさせてもらったかと思う

んですけど、西側200メートルについてもまだ実

施計画の中には入っておりません。今回は区画整

理をやるということで、その中に都市計画道路が

あるということでありまして、その部分について

今回事業化を進めていくということで、ほかの部

分についてはまだまだ都市計画道路でやっている

駒場牛田線も北の方から今、まちづくり交付金を

いただきながら進めております。これが終われば

また次の場所に移っていくということでありまし

て、北から国道１号までの１本道を通さないと地

区内に無意味に路線をつなげても交通量のはけか

たもありますので、今はまだ考えておりません。 

○中島委員 

牛駒線の南北が旧国道というか国道までつなが

らないと、これを整備しても特別に交通量のこと

も含めて問題も出てくるので、現在は区画内の

283メートルのみというのが計画であるというこ

とです。東側についても、結局は南北の牛駒が通

らないと意味がないから、それも全体の牛駒との

関係で事業計画をするということなんですか。 

○都市計画課長 

安城市側につきましては、まだこれも安城市の

方から先につないできてしまうと交通量が安城市

側のものがまだ整備されてない八橋来迎寺地区の

方に流れ込んでも困るということがありまして、

それも優先順位からいくと順位が低いのかなとい

うことを現在では思っております。周りの状況を
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見ながら今後決めていく、段階的に整備をして決

めていくことになると思います。 

以上でございます。 

○中島委員 

そういうことかなと。特にその先もでてきてる

わけじゃないのでね、ここだけつくってもという

そういうことで、実施計画もこれからいつにする

のかということもまだ明確にはなっていないと。

よく牛駒線のうんと北の方へ行きますとね、八橋

農住の区画整理内だけはばちっとできてるけど南

北は何もないというような形がほかの地域でも見

られるわけですけれども、いつになるのかなとい

うことは必ず話としては出てくるということから

いいますと、全体の見通しに対する説明というも

のはしっかりやっていかないといけないんじゃな

いかなというふうに思いますけれども、その全体

像についての説明という点ではどのようにされて

いくのか、この点をちょっとお聞かせください。 

○都市計画課長 

全体像と言われましても、実施計画にこれとい

うふうにあがっているわけではありませんので、

私なりに思いますのは、駒場牛田線が国道１号の

前田の交差点から北進しまして、現在事業を行っ

ている才兼池からカーブして衣浦豊田線ですね、

そこへタッチしているということですので、その

路線を部分的に今、工区ごとに決めてやっており

ますけど、農住の地区はもう完了したと。現在や

っているのが八橋周辺地区ということで、まちづ

くり交付金をいただきながらその先線をつないで

衣浦豊田線につなごうということです。それが終

われば、次は１号線の方から北進をさせて旧東海

道ぐらいまで結びたいなということは、私個人的

には思っておりますけど、そういうものを段階的

に進めていって、そのときに周りの状況がどうな

のかということを見ながら八橋里線についても検

討が必要なのかなということを思っております。 

○池田委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 

 これで質疑を終わります。 

 次に、討論に入ります。 

 まず本案に対する反対討論の発言を許します。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 議案第36号について挙手により採決します。 

 議案第36号は原案のとおり可決することに賛成

の委員は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○池田委員長 

 挙手全員です。 

したがって、議案第36号 市道路線の認定につ

いての件は、原案のとおり可決すべきものと決定

しました。 

 議案第37号 平成21年度知立市一般会計補正予

算（第２号）の件を議題とします。 

 直ちに質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○永井委員 

 それでは、予算書の説明書の中の21ページの公

園台帳の作成に関して尐し質問させていただきま

す。 

 本会議の中でも質問がありまして、公園台帳と

いうのが今までは遊具の台帳があったということ

で、今度この補正がついて今、県からも緊急雇用

対策ということで樹木等の調査、位置とかそんな

ことも新たにつけ加わるんだと、そこまではお聞

きいたしましたが、まずは今までの現行の公園台

帳の中で、その遊具についてどういうことが書い

てあるのか、その台帳にどういうふうに載ってい

るのか、もう尐し詳しく教えてください。 

○都市計画課長 

 台帳というのは、今までの台帳があるわけです。

平面図がありまして、その中に遊具を落としてあ

ると。それから、遊具に関しては、それぞれ設置

年月日がありまして、何が入っているかと公園ご

とのものは台帳にきちっと記載されております。 

 今回の中では、立木ですね、木については成長

してくるということがありまして、はっきりいえ
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ば公園回っている間はあの木がどこにあるという

ことぐらいはわかるんですけど、台帳上でこの木

が何の木で、どのぐらいの高さで、太さはどれぐ

らいで、どこに位置するんだということが住民の

方から入ってきてもなかなかわからないというこ

とがありまして、今回こういう雇用創出という事

業がありますので、それを利用させていただいて

今回のこの事業によって台帳の方の充実をさせて

いきたいということで今回あげさせていただきま

した。 

○永井委員 

 ちょっと分けてお聞きしようかなと思ったです

けど、一遍にお答えいただきまして、ありがとう

ございます。 

 現行の方ですね、設置年月日が書いてあると。

例えば当然いつに補修したとか、塗りかえをした

とかそういうことも書いてあるわけでしょうか。 

○都市計画課長 

 今までのものであれば、そこまでの整備という

のは、私は承知しとる限りないと思います。今後

は、そういう公園の中の遊具１つ１つについても、

いつ修繕をして、いつ塗ったんだということを細

かくやっていく必要があるのかなと。公園の方の

遊具も、やっぱりある程度使用年数がくるとそこ

らじゅうが傷んでくると。確かにその点検はして

はいるんですけど、やっぱり遊具は新しい方が不

ぐあいもないということがありますので、今後は

そういうふうにしてきたいと思っております。 

○永井委員 

 それでは、点検は遊具にしても樹木にしても、

どれぐらいのペース、年に１回とか２回とか、何

年に一遍とかで行っていますか。 

○都市計画課長 

 点検は毎年行っております。その中で、昨年は

機械を使ってそれぞれ塗装の厚みをはかるだとか、

金属の厚みだとかね、あと遊具をたたいて調べる

とかいうことでやっております。 

 ことしはちょっともう尐しグレードを上げて、

公園施設利用協会の方の指針に基づいたものでや

っていこうかなということを思っております。 

○永井委員 

 そういうふうで遊具の方は年に一回点検して安

全が確保されていると、そういうふうに理解しま

す。 

 樹木の方ですね、今度新たに点検するという樹

木の方の例えば昨年ちょっと点検してもらったん

ですけども、うちの自宅の目の前に東栄公園とい

うのがあります。東栄公園に２本非常に高いメタ

セコイヤが立っております。これも私は子供のこ

ろはあんなに高くはなかったんですけど、多分こ

こからでも見えるぐらいの２本高い木が立ってお

ります。こういうのが、例えば地震、台風等々で

倒れちゃうとかそういう心配がないようなそうい

った診断というふうな言い方されるらしいですけ

ど、樹木診断というのが今回のこの調査に加わる

わけでしょうか、どうでしょうか。 

○都市計画課長 

 今回は、その診断までは入ってなくて、樹木の

公園のところのどこにどういう木があるのかと、

位置、太さ、高さ、はばり、樹齢というものをや

るものですから、これが今言われたように、地震

のときだとか雷だとかそういうものに影響ないの

かというそういう診断まではちょっと考えており

ません。 

 私も今、委員の言われた東栄公園については、

防災のときに窓から見ておったら、相当メタセコ

イヤが揺れているということがありますので、ち

ょっともう尐し、中学校にもメタセコイヤが大き

いやつがあるんですけど、樹木としては根も張っ

て耐えるとは思うんですけど、ちょっと揺れが大

きかったものですから、それもちょっと今、検討

しようかなと思っております。 

○永井委員 

 樹木の診断というのは、聞くところによると、

そう毎年やる必要もなくて、１回やれば大体何年

はもつよとかそういうことがわかるというお話を

聞きましてちょっと調べたんですけど、聞いてお

ります。 

 そんな中で、公園台帳とはちょっと話がそれま

すが、やはり樹木の朽ち木というんですかね、そ
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ういうことのある樹木はあっさとり伐採するとか、

そういうもののいい機会だと思います。今回この

公園台帳作成して樹木の位置、高さ、太さを調べ

るというところで、これをきっかけに一度知立市

内の公園の樹木の診断というのを、余り低くて別

に影響ないよというのは別ですけども、ちょっと

高くて揺れてるような木は樹木の診断をお願いし

たいと思いますが、今後そのように前向きに検討

していただけるかどうかお願いします。 

○都市計画課長 

 緊急雇用ということで、せっかくお金がついて

くるであれば県と一回ヒアリングですね、そうい

うものが緊急雇用の対象になるのかどうかという

こともありますので、一回その辺を聞きまして、

できるものであれば診断行為もその中で委託の事

業ということで入れさせてもらいたいと思います

けど、一回ヒアリングで上位団体に聞くというこ

とでお願いしたいと思います。 

○永井委員 

 ありがとうございました。樹木の点に関しては、

ちょっと安心しております。 

 その中で、先ほど現行の公園台帳が遊具のいろ

いろなものがわかると、台帳に載ってるというこ

とですが、公園の設置しているトイレというのは

この台帳には載るのか載らないのか教えてくださ

い。 

○都市計画課長 

 トイレの位置は現在の台帳の中で施設の中で、

新しく図面の中に入っておりますので、今回のも

のに入れるということは考えておりません。 

○永井委員 

 ありがとうございます。大体の公園台帳の中身

と今後のことはわかりました。 

 それで、確認なんですけども、今回この緊急雇

用対策でこの樹木の診断もするということですが、

これは今回のこの県の事業がなくなっても当然続

けていくわけですよね。確認だけお願いします。 

○都市計画課長 

 今回やって診断を仮に認めていただいた場合、

今後はどうするのかというそれがどのぐらいのス

パンでやっていけばいいのかということもありま

すけど、危ないかどうかというところは10年とか

そういうサイクルでいいのかどうかわかりません

けど、様子を見ながらということにはなるかと思

いますけど、危なくないように進めていきたいと

思います。 

○永井委員 

 わかりました。 

 それでは、もう一点、向学のためにお聞きした

いんですけど、この公園台帳の中に駅前広場はあ

るんでしょうか。 

○都市計画課長 

 知立の駅前広場については、現在の公園台帳の

中に位置だとか何があるかというおおむねのもの

は把握しております。 

○永井委員 

 駅前広場も私の感覚では一種の公園だと思って

おります。それで今そういう台帳もあるというこ

とですので、当局側も一種の公園であると。確か

に遊具とかはないですけどね、噴水とかベンチと

か置いてありますので、高い木もありますので、

そういうものを管理は行っていただきたいなと思

うんですが、例えば公園の場合、愛護会の方たち

がいろいろ公園のお世話してもらってますけども、

駅前広場のあの一角に関しては、どなたがどのよ

うに常に平生の管理をしているのか教えてくださ

い。 

○都市計画課長 

 駅前については、現在私の方はシルバーにお願

いしております。ごみ拾いの方をちょっと土曜、

日曜日はできないんですけど、それ以外はごみ拾

いを一年中やっていただいておるということです。 

○永井委員 

 ごみ拾いの件に関しては、私も駅のすぐそばで

商売やってますので、見かけております。それで、

いつもあいさつさせてもらってます。 

 駅前広場の今後のあり方はずっとシルバー人材

センターのごみ拾いだけでいいのかどうなのか、

私ももう尐し勉強させてもらって９月で質問させ

ていただきますので、またそのときによろしくお
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願いします。 

 質問を閉じます。 

○中島委員 

 今、公園の関係がずっと質疑されましたので、

私も公園の点からお尋ねをしたいというふうに思

います。 

 今回の緊急雇用、これは今、説明にあったとお

りで、台帳作成するためのものということで失業

者をある一定の割合できちんと雇用をしていただ

いて緊急雇用対策に供すると、こういうことにな

っているわけでありますけれども、この期間とい

うのは、いつからいつまでということと、それか

ら何人というもう一度確認をさせていただきたい。 

 どの程度の人件費というふうにこれがなるのか、

１人当たりの人件費、この点はどうですか。 

○都市計画課長 

 今回の補正でやらさせていただいたのは、７月

以降の方について緊急雇用ということでホームペ

ージにも出させていただいた。刈谷のハローワー

クにも求人を出ささせていただいたということで、

私の方の受付の方は、結構たくさん来ていただき

まして、これで76名ぐらいの方が来ていただいた

ということで、またこの中から１人７月以降に働

いていただくということになります。 

 人件費については、週４日を考えております。

賃金については、定められた所定の金額というこ

とですので、掛け算していただければ、おのずと

金額が出てくると思います。 

○中島委員 

 これ、委託業務というふうになってますよね。

公園台帳作成委託業務ということになっているん

ですが、この緊急雇用、今の話ですと直接募集し

て、その方については雇用するということですか。 

○都市計画課長 

 説明が不十分で申しわけありません。 

 公園台帳の方は、業者の方に委託をします。そ

の業者の方には緊急雇用でやってもらうべきこと

を説明して、契約書の中にもそういう旨のことを

書いていただいて発注して、そこでその業者が取

れば緊急雇用で人を入れてもらうということにな

ります。 

 私の言ったのは、公園パトロールの方で、これ

は直接雇用でやっております。 

 以上です。 

○中島委員 

 パトロールについては臨時職員の方の賃金です

ね、こちらということですね。現在２人の方がや

っていらっしゃいますけれども、この方たちをも

う一度７月以降、もう一度ということはないです

かね。メンバーも変わるんですか、先ほどの話だ

と。76人の応募というのはパトロールの方の応募

ですか。76人みえて２人ですか、１人だけになる

んですか。今は２人でやってみえますよね。今は

２人でペアでずっと公園回ってますけど、これか

らは１人だけになる。これはどのように今までの

仕事と変わるんですか。 

○都市計画課長 

 ちょっと変則になってまして、４月から本来で

いくと２人ということにはなるんですけど、１月

から始めてこられた方がいまして、３月31日で２

人みえまして、１人がやめられたと。１人の方が

継続させていただけないかということがありまし

たので、半年以内ならということで３カ月間延伸

させたと。もう一人の方については、別に４月か

ら入っていただいて、半年いくと。だから３カ月

ちょっとずれるわけですね。今回は１人というこ

とになります。 

 以上です。 

○中島委員 

 実質的にいうと２人で仕事をするというね、パ

トロールをやるということでね、車に乗って出か

けてパトロールしてくると。 

このパトロールについては、先ほどの台帳とは

全く無縁のものですか。木をチェックしたりする

仕事は全く入っていないと。このパトロールの方

たちは、ごみの問題とかいろいろ前に説明受けた

と思いますけどね、どのような仕事をやっていた

だくのか。 

そして、今までも半年やってきたわけですけれ

ども、それについて、どのような整理と対応がな
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されたのか、この点についても明らかにしてくだ

さい。 

○都市計画課長 

現在の今までやってきていただいた方、ブラジ

ル人の方なんですけど、最初のうちは言葉もわか

らないし、どこの公園というのもわからなかった

ものですから、市の職員がついて一応公園ですね、

何々公園ということでここの番号で何々公園と示

すようにしてきたと。 

今は２人で公園を回っていただいて、内容的に

は軽い剪定もしていただいたり、ごみも拾ってい

ただくと。それから、粗大ごみがあればそれも発

見してもらうと。トイレの方も汚い場合は、申し

わけないけど、そこもきれいにしていただく。結

構毎日というんですかね、週４日回っていただい

てますので、なかなかよくなってきたのかなとい

うことは思ってますけど、回っても回っても仕事

がなかなか、回った途端にまた何か仕事が出てき

ちゃうみたいなもんで、なかなか大変だなという

ことを言っておりますけども、内容的には一生懸

命やっていただいておりますけど、通常書いてあ

るごみ拾い、施設の点検、除草ですね、剪定、ホ

ームレスがみればそういう方の確認ということで

やっていただいております。 

以上です。 

○中島委員 

こういう中でやっていただいているので、とて

もトイレも汚れていれば清掃もしてきていただく

ということで、大変ありがたい仕事をやっていた

だいているなというふうに思いましたが、これは

市内一巡するというのは何日でやるんでしょうか。

全体を回っていくというのは、どのぐらいの間隔

になるんですか。全体の今のトイレの問題、いろ

いろ問題になってるのでちょっとその辺聞きたい

と思うんですけどね、これはどのぐらいのスパン

で全体が回れるんですか。 

○都市計画課長 

全部がどれぐらいで回れるかということになり

ますと、一つの公園で何かあるとそこで時間くい

ますので一概には言えないんですけど、何もなけ

れば週４日ありますから、２週間もあれば全部の

公園は大体回れるのかなということを思ってます

けど、これは感覚的な感じで申し上げております

ので、書類でこうなってるという話ではありませ

ん。その場その場で汚いところがあれば、そこを

集中的にやるということもありますので、御理解

願いたいと思います。 

○中島委員 

愛護会というのもあるんですけども、そういう

ことも含めて全体を回ってみえたという、こうい

う理解でよろしいですか。 

○都市計画課長 

今までの愛護会がやっていただいているトイレ

清掃ですね、それはそれでやっていただいてます。

それから、シルバーでやっていただいているのも

それはそれでやっていただいていると。そういう

ものの中で、手の届かないところを公園パトロー

ルというこういう事業を使いまして、何かあれば

そこへ緊急的に行って清掃もできるというスタイ

ルをとっております。 

○中島委員 

大変ありがたいなというふうに思うんですね。

トイレについては、私どもの方の昭和地域の公園

には、６号公園とかありますけども、公園にトイ

レがないということで、今年度から４丁目から順

番にですね、３号公園ですけど４丁目から順番に

トイレが設置される計画が一応発表されておりま

す。私は３丁目で２号公園というわけですけども、

桜がとてもきれいで、花見を毎年町内会で行いま

す。トイレがないということで、お酒飲むので何

回もトイレに行きたくなる人が席を立って遠くま

でいくということなんですけども、ほしいなとい

う話と、トイレの清掃は責任が持てるのかと、愛

護会で。汚れたりするということがあれば、とて

も責任持てないから家が近いんだからそんなもの

はなくてもいいと激論になっちゃって、お酒も入

ってけんかになっちゃった。絶対要らんという派

と絶対ほしいという派と大激論。要は、きれいな

トイレならほしいんでしょうということで話をし

たそうだと。きれいなトイレがもちろんほしいん



- 8 - 

だと。でも愛護会では十分には管理しきれないと

いうことを愛護会の人たちは言うわけですね。そ

こまでの責任は持てないということで、安城は毎

日シルバーが全部トイレの点検をして、汚れてれ

ば清掃をしてというそういうスタイルであれば、

とても気持ちのいいトイレというふうにはなるん

ですけども、１日おきとか３日に一回とかってい

ってると、その間に汚れたものは、とても清掃し

にくくなるので大変ということで、じゃあ毎日安

城方式でやってもらえるのかということが出たり

激論になりまして、その場では決裂した状況にな

ってしまったんですね。頼むよと言われたんだけ

ども、どういうふうにするかなという非常に現実

的だけども長い年月かけて町内では話し合ってき

た。今までつくってこなかったという経過があっ

たんですけど、いよいよつくるならばという話で、

そういう激論になってしまったという、こういう

ことなんですね。 

公園パトロールというのがそういう機能をこれ

からも果たしてやっていけれるのか、継続して果

たすことができるのかどうなのか、その点、粗大

ごみが落ちてたらとかいろんなことも報告しても

らうというような話がありましたけども、このパ

トロールというのは、とてもそういう意味ではい

いものだし、即刻対応ができるというね、公園の

すぐやる課みたいなところがあるんですけれども、

そういったパトロールの仕事というのを緊急雇用

の一時的なもので終わらせるのか、今後もやって

いくのかということは大変気になるところなんで

すね。その辺はどういうふうにお考えなんでしょ

うか。 

○都市計画課長 

当初は私たちも公園パトロールということでや

っていくについて、雇用に関してやっていくとい

うことで進めてきたわけでありまして、雇用が終

わっちゃうと予算的にもなくなるということは目

に見えているわけですね。これを続けていくとい

うことは、やっぱりお金のかかる話ですので、今

回限りということで割り切って今回の雇用創出と

いうことで進めているものですので、ことしやっ

て来年も何とかやっていきたい。３年はせめてや

りたいなという思いはありますけど、今後につい

てどうだと言われると、そこについては従来型に

戻るしかないなという気持ちになるというんです

かね、ならざるを得ないという現状ですね。 

以上です。 

○中島委員 

この期間切れたら今は考えがないというのが答

弁だったのかとは思いますけれども、このパトロ

ールの成果という点でいうと、今、活動報告を聞

くだけでも成果は大きいんではないかというふう

に思うんですけれども、まだ半年じゃその成果と

いうふうにはっきり言えませんか。 

○都市計画課長 

成果というまとめたものは、まだ持っていませ

ん。毎日その公園行って悪いところは写真を撮る

と。係に報告するということで、それを決裁を受

けてやっておるということでありますので、数的

にどうのこうのというところまでいきませんけど、

例えばごみを拾って、またクリーンセンターへ持

って行ってもらうというそこの辺もやってます。

それから、放置自転車があると、それの報告も受

けております。 

 だから、やっぱり２人入っているということで

すので、結構やれてるのかなということを思って

おります。 

○中島委員 

 今まで市の行政的にはなかなか手の届かない分

野をね、かゆいところに手が届くというような形

でパトロールの方たちが動いていただいているこ

とは大きな成果が私はあるというふうに思ってい

ます。それをどう受けとめるかというのは行政の

方ですけども、例えば私どもの４号公園、つまり

花の木幼稚園の横にある方ですね、あそこは遊具

だとか道路との境に鉄のパイプでガードがかわい

い色を塗ってあるんですけども、それらのペンキ

が激しくはがれているんですね。遊具もです。激

しくはがれている。だけども何の対応もないのか

なという。 

聞きましたら、写真は撮って報告してあります
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とおっしゃってました。ちょっと聞いてみたんで

すね。はげてるところなんかはどうなんですかっ

て。そしたら報告してますと。そういう報告に対

して、すぐに対応をとられるのかなというふうに

思ってるんですけど、あまりお金が要るようなこ

とはあれこれ報告してほしくないなという立場な

のかどっちなのか、先ほど遊具の点検、毎年一回

ということでありましたけども、ペンキ塗り等に

ついてはどうなのかと。あれだけはげてるのに。

５丁目にあります４号公園は、とてもたくさんの

子供が遊ぶところなんですね、あそこは。幼稚園

のすぐ横ということもありまして、たくさんの方

が使う一番にぎやかい公園なんですね。そこが遊

具がとてもはげているという状況なんですが、こ

の公園パトロールでの報告と、その辺の認識、対

応はどうですか。 

○都市計画課長 

塗装ということで、各公園の中に遊具もたくさ

んあります。その中で、確かに塗装のやりきれて

ない部分もあるわけです。今までのを見ると、塗

装が大体年間予算で300万円ぐらいここのところ

あがってるんですけど、ことしは300万円、その

前が20万円ぐらい低かったかな。毎年上げてはい

るんですけど、その中で、全部を一緒にはできま

せんので、ある程度計画的にやってるつもりであ

ります。塗装は大体、もっと早いとほんとはいい

んですけど、10年ぐらいを目安にやってると。そ

の前にリニューアルというのもありますので、そ

のリニューアルでかかればリニューアルの方で塗

装も一緒にその公園はきれいにしていくというこ

とを思ってます。 

ですから、今言われた４号公園は、実施計画の

中でリニューアルの方で入ってますので、その実

施計画にあわせてやっていきたいと思っておりま

す。 

○中島委員 

リニューアルは、ここの場合いつになりますか。 

○都市計画課長 

 今の予定でいきますと、平成23年ということに

なっております。 

○中島委員 

 平成23年までは今のはげはげでいってください

ということになるんですかね。ほんとはげはげで

ですよ。一回見ていただいた方がいい。 

 リニューアルというと大規模改造的にやるのか

わかりませんが、例えばあそこを今、築山があり

ましてね、大きな土管があって、土管であるし、

それから山になって滑り台にあってというね、そ

このところはコンクリートでこうなってるんです

が、撤去しちゃうんですかね。撤去しないものじ

ゃないかなと思うんですけど、ああいうものだっ

たら。築山があってトンネルがあってというもの

は、そういうところについては、リニューアルの

対象でないものであるならば、早目に塗装した方

がいいじゃないかという思いますし、外に飛び出

さないように子供たちが、こういうふうにＵ字で、

Ｕの逆さまですけどね、ずっとパイプがあるんで

すよ。それもはげはげで、あれは撤去するんだっ

たらいいですけども、違うものにするならね、あ

のままだとさびて中までだめになるよということ

が私は言いたいんですけど、今やらなければ使い

物にならなくなるようなものだったら今やらなき

ゃいけないというふうに思うんですね。ずっと周

りはこういう鉄の細いパイプで囲いがしてあるん

ですね。そういうものは早くやっておかないと、

さびて穴が開いちゃうんじゃないかと。 

だから、リニューアルという大きい計画があれ

ば一切何もやらないということじゃなくて、多分

パトロールの方も一応写真撮ってみえるんじゃな

いかと思うんですよ。そういうものを生かしてね、

しょうがないな、これは緊急雇用だから一応やっ

たよというだけでね、その中身を十分吟味しない

というのはもったいないですよね。その辺きちん

とやっていただけますか。 

○都市計画課長 

確かに公園の中たくさんあります。塗装の悪い

ところもあるわけですけど、例えば、ことしやっ

たところをちょっと御紹介させていただきますと、

昭和２号、東新切、城下公園、大林公園、山屋敷

小公園、向田小公園、富士塚小公園、尼子田とい
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うことで、予算のある限りそういうパトロールの

中で、どうしてもひどいところはポイント的にや

る場合も当然あるわけでして、状況を見て、これ

はひどいなというところがあればリニューアルを

待たずにやるということも考えられることになり

ます。 

○中島委員 

そういうことになるからパトロールというのは、

道路のパトロールもそうですけど、穴ぼこが開い

ていて車両がそこで脱輪して損害賠償を請求され

たというようなこともありまして、道路のパトロ

ールも大事と。公園のパトロールもそういう意味

では、ほんとに瞬時に何か問題があったときには、

瞬時といっても４日間かかるという話ですけどね、

全体ではね。２週間で全体を回るというわけだか

ら、余り瞬時といえるかどうかわかりませんけど

も、たくさんありますから。ですから、そういう

パトロールというものが機敏な対応につながると

いうことは当然のことで、単なる市民からの通報

を待っているというものではやっぱりだめだと思

うんですね。そういう意味では、今後も公園パト

ロールというものの位置づけというものは十分に

吟味していただきたい。緊急雇用だからといって

一生懸命何があるかなと思って、多分頭をひねっ

ていただいてね、この仕事をやろうと。でもやっ

ぱりそこには価値があるから担当者の皆さんが編

み出した仕事というふうに私は感謝していますよ、

これについてはね。公園パトロールという仕事が

できたということは、雇用だけでなく、いい公園

をつくっていく、保っていく、こういう上では非

常に貴重な仕事を生み出していただいたというこ

とで、これ、期限が終わったら考えておりません

でなくて、いい仕事は方法論いろいろあるとは思

いますけれども、きちんと位置づけてやっていた

だきたい。公園で何か事故があったり、ひどい状

況があったりしてはならないという立場から、道

路パトロールというものを常時やるということと

同じように公園パトロールというのは、安心・安

全ということを常に行政は今掲げていらっしゃる

わけですから、ぜひ継続をしていただきたいと。 

ホームレスの話もありましたけど、ホームレス

排除という単純な形は私は言いたくありませんけ

れども、しかし、公園の安全・安心ということに

ついてみると、そういうことも含めて市民の皆さ

んはいろいろ言ってみえるわけで、実情はやはり

きちんと把握する、このことが大事だというふう

に思いますので、もう尐し期間がありますので、

これはぜひ検討していただくいい仕事ではないか

というふうに思います。市長、いかがですか。 

○林市長 

 公園パトロールの件でございます。公園は、私

はほんとに市内にたくさんあるわけでございます

が、この安全面、そして快適性、そして衛生的な

そういういろんな視点が公園には求められるなと

いう思いがあります。 

 そうした中で、公園、いわゆるその中でも小さ

な公園ですね、今、御披瀝いただいた昭和６号み

たいな形じゃなくて、今、２号とか３号とかおっ

しゃられた小さな公園、地域の公園は地域の方々

がかわいがっていただける、そんな形で管理運営

というのが私は理想ではないかなというふうに思

っております。 

 そうした中で、知立市においては、愛護会とい

う制度があるわけでございます。そして、その中

で、またシルバーの方もやっていただいていると

いう。そして今回はこのパトロールという形でや

らさせていただくわけでございますが、基本はや

はり地域で最寄りの身近な使ってくださる、愛し

てくださる方々が、みんなで安全な公園、快適な

公園、そしてきれいな公園をつくろうというそう

いう空気を、雰囲気を何とかつくれんもんかなと

いう思いはあります。そうした視点で、公園の維

持管理はいっていけないかなという思いがありま

す。 

 一方、この今パトロールの話でありますが、こ

れについても愛護会、そしてシルバーの視点では

ないところで何かこのパトロールやることによっ

て効果が出てくるということもあろうかと思いま

す。今、議員御指摘いただいたように、効果を見

て、このパトロールの効果を、成果を一度検証し
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て、これがほんとに愛護会とかシルバーの管理と

ないような視点で成果が出たというものがあれば

一度緊急雇用終わってからもやるかどうかは検討

していきたいなというふうに思っております。 

○中島委員 

 基本は地域管理だということを強調されて、パ

トロールの成果もあればと研究課題にするという

ね、検討すると、こういうちょっと一般的だなと

いう気がしましたけども、効果、成果を見てしっ

かりと検討するということですから、その辺は担

当の方で、効果、成果、これをきちっとまとめて

いただくということが必要かと思います。まだ尐

し先がありますのでね、その辺を留意してやって

いただきたいというふうに思います。 

 トイレの清掃は、現在パトロールはない段階で、

やはりトイレは余り使いたくないという意見がた

くさんほかのところでも聞かれます。シルバーの

方にお願いしてやっていただいている部分も書い

て、いついつやりましたというメモがありますけ

ども、安城市で毎日というふうではありませんね。

安城市は毎日全部のところをやると。地域に住ん

でいらっしゃるシルバーの方が、私はこの公園と

この公園をやるから公園担当者というふうでね、

そういう地域の方がシルバーでやっていただくと。

やっぱり愛護会だと大変限度があるなと。とても

熱心な人がいるところはいいけども、まだそこま

でなってない愛護会だとできなくて汚いままとい

うことで苦情があるということにもなりかねない、

そういうことですので、トイレの清掃について特

に改善点が今後あればね、一つは私は助かるなと

いうふうには思いますけれども、その点もトイレ

の管理という点で、今、シルバーのやっていらっ

しゃる方法でよいと考えていらっしゃるのか、そ

の点も伺っておきます。 

○都市計画課長 

 私どもの方の気持ちとしては、愛護会の方が活

発でやっていただけるであれば、そちらの方に本

来はシフトしていただきたというふうに思ってま

す。そこのところでやりきれないというところに

ついてシルバーに入っていただいて、現在ですと

月10日ぐらいを入っていますね。使用の多いとこ

ろだと昭和６号については月14回ぐらいシルバー

に入っていただいているということですので、身

近な公園ですので、本来の趣旨からいえば地域の

人たちが大変やりにくいことはあるんですけど、

トイレをきれいにしてもらって、自分たちの公園

という意識を持っていただけるとほんとはありが

いたいんですけど、やりきれないということであ

ればその辺は市の方も相談に乗るというんですか

ね、シルバーを入れていくということになろうか

と思います。 

○中島委員 

 今ここで決着がつく話ではないと思いますし、

愛護会もさまざまだなというふうには思いますけ

ど、現在は我が町内はトイレがないということで

木の葉っぱの清掃とか、公園に集まって草があれ

ばということがありますけども、除草剤まかれる

ので草は余り生えてないんですけどね、これもち

ょっといろいろ異論がありますけど、大変という

こともあるんでね、そこのところが現状はそうな

っております。葉っぱだけ集まって、土曜日に午

前中集まって、葉っぱの多いときは全町内の人た

ちが、全といっても大変葉っぱの多い時期、桜の

木が大きいですので、ですからいっぱいで、全部

の組が交代で全員対象で行って掃除するんですね。

それでもありあまるほどの葉っぱがあると。週に

１回ですけどね、それはということで、愛護会だ

けでは全然手に負えないので、全区民で清掃して

やってます。でも全区民でトイレ掃除も順番表な

んてつくったらちょっとブーイングが出ちゃうか

なという地域とおっしゃいますけども、やはり市

の管理者としての責任だろうという話も出てきま

すので、これは愛護会の熟成度ももちろんあると

思います。ボランティアのそういう参加型の、で

も市がお金省くためにやってんじゃないの、これ

はというふうに意見も出てきます。だからやれる

範囲、やれない範囲ありますので、やはりトイレ

の清掃だけは常に気持ちのよいトイレというふう

になるように私はシルバーの基本としてはシルバ

ーがボランティア有償ですよね、有償ボランティ
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アですよね。安い金額でやっていただいてる、そ

ういうところも強化するという形で基本はもって

いただいて、あと葉っぱの清掃とかいうのは地域

でいこうかねというふうにもなりますので、いい

とは思うんですけども、トイレだけは綿密なもの

が清掃がほしいなというこんなことですので、こ

れはぜひ今後の検討ということでお願いをしたい

というふうに思います。 

 それから、公園のことは、先ほどの台帳の関係

は委託業者に依頼していくわけですけども、委託

業者の中で、ここは２人でしたかね、失業者を何

人雇うんでしたかね。 

○都市計画課長 

 ２名になっております。 

○中島委員 

 それは向こう側が賃金とかは設定するというこ

となのか、例えば知立市が臨時職員で雇う賃金あ

りますよね。今、公園パトロールの賃金がありま

したけども、こういう方たちと同じような賃金を

支払っていただけるようなそういう契約をお願い

するということかどうか、その辺の待遇について

お答えください。 

○都市計画課長 

 待遇面のところまでは調べないとちょっとわか

りませんけど、先ほど言いましたように、公園の

台帳委託ということで、あらかじめその入札に参

加していただく業者に緊急雇用の話をさせてもら

うと。その中で入札にしていただくということに

なります。 

 賃金については、幾らということまでは私の方

は承知しておりませんけど、一般的な数字なのか

なということを思ってますけど、ちょっとこの辺

は、私の方が答える資料を持っておりません。 

○中島委員 

 失業者を救済するというような意味合いでこれ

はつくられる事業ですので、その辺もしっかりフ

ォローしていただかなければ、仕様書の中で知立

の賃金はこうなんだということで比較してやって

いただくということが当然じゃないかと思うんで

すね、その点。 

 それから、台帳づくりの方は、何カ月この方は

雇用されるんでしょうか。 

○都市計画課長 

 雇用の方は２名ということで、雇用就業期間と

いうものが52日ということになっております。想

定される日数ですね。 

○中島委員 

 じゃあ、先ほどの賃金の方、パトロールの方は

時給ですか。時給で幾らですか。 

○都市計画課長 

 時給で1,390円ということで、臨時職員の賃金

ということですね。それで一般作業員ということ

で時間当たり1,390円ということでございます。 

○中島委員 

 ですから、２名の方の今の台帳づくりにかかわ

る方についてもね、直接は自分たちが市が台帳づ

くりをできないので委託をするわけですけども、

この雇用に関しては、緊急雇用で同様な対応がと

られるように、やはりしっかり相手方に言ってく

ださいよ。当然そういうことも含めた委託契約と

いうことになるわけですよね。仕様書をきちっと

その辺を書いて、緊急雇用なんですから、これは。

750円で結構と、こういうんじゃなくて、失業者

を今救済する。生活保護の方へどどっと流れない

ように仕事を確保してもらうということの手だて

なんですね、これ。１カ月でも２カ月でもちょっ

と頑張って正規の仕事を見つけてくださいと、こ

ういうことなんですから、そんな安月給でね、こ

れじゃあやっぱりこれもらいながら生活保護です

ねと、こういうことになってしまうんじゃあ意味

がないんですよ。ですから、その辺は59日間で、

ある意味たかが知れてるわけですけども、この辺

はきちんと確保していただくということが必要で

はないかと。どうですか。 

○池田委員長 

 ここで10分間休憩します。 

休憩 午前10時59分 

――――――――――――――――――――――― 

再開 午前11時09分 

○池田委員長 
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○都市計画課長 

 賃金につきましては、一般的にやる求人ですね、

ハローワークの方へ、例えば公園の道路台帳整備

ということになると、取った業者がハローワーク

へこういう求人をしますということで、その求人

の中に単価賃金等が記載されていると。それを見

て応募が来ると。それで進めていくということに

なります。だから、金額についてこれだけという

ものはちょっとわかりません。ですから、その先

については、ある程度県の方にも聞きながら、こ

の単価が妥当なのかどうかというのは聞く必要が

あるのかもわかりませんけど、この金額でという

ものは承知してないということです。 

○中島委員 

 これは不明道路の調査委託料の中にも同様の問

題が生じると思うんですね。両方ともそういうハ

ローワークで失業している方の求人というとハロ

ーワークで求人するということで行うわけですけ

ども、特に委託料の中では、その辺の条件を示す

ということは全くしないということですね、今の

話だと。賃金はこのぐらいというふうなことは、

このぐらいは確保してほしいということは全く仕

様書の中には書かないと、こういうことですね、

今の話だと。わからないということはということ

ですか。 

 仕様書を一般的に書くけれども、業者が幾らで

雇うかは、それは業者の勝手というのが常であり

ますけれども、しかし、今回についてはこれを下

回ってはいけないというぐらいのことをやってほ

しいというふうに思うんですね。不明道路も含め

て同じように。いかがですか。 

○都市計画課長 

 これも県の方に一度ちょっとその辺のことも聞

きながら進めていきたいなとは思いますけど、私

の方が試算的に出してる数字だと日数的に尐ない

ものですから単価的には高い数字にはなってるん

ですけど、現在の今時間当たり1,390円ですか、

この辺をにらんで、それよりも上にしないとちょ

っとそれはまずいなということは感じております。

だから、その辺を考えながら一回愛知県の方に相

談をかけて、不合理のないように進めたいなと思

います。 

○中島委員 

 何で愛知県に相談しなければいけないのかちょ

っとわからないんですけど、市が発注するわけで

すからね。県を通して発注するわけじゃないでし

ょう。市が発注する。これは入札はいつごろを考

えようとしている、予算通ったのち。その入札に

出すときに条件として書いておかないと、各業者

がそれを前提に落札するというようなそこの２名

ですからね、そんなに大きな違いが出てくるわけ

じゃないんですから事業費からしたら。でもやは

りそれを条件にすべての業者がそれを前提で受け

てくれるというふうな仕様書をつくっていくべき

だと思うんですね、今回ね、緊急雇用ということ

ですからね。その辺はどういう意味で県と相談か

わかりませんけれども、どうですか。部長どうで

すか。両方のあれにかかわるんですけど。 

○建設部長 

 私どもの方は、不明道路の調査という関連にな

ってくるんですが、何分愛知県の要綱に従いまし

てこの事業を行っていくというのは、まずベース

がございます。その愛知県の要綱をその中にも補

助率が10分の10という形で県から支出がされると

いう形でございますので、まずベースはその愛知

県の緊急雇用の創出事業補助金の要綱に当然なが

ら従って事業は執行していかなければならないと

いうのがベースにあるというのか、考えておりま

す。 

 本会議のときにも私ども答弁させていただいた

んですが、基本的にはそれらのかかる人件費等も

全体のその事業の人件費のかかる費用も委託の契

約の中に表示するような形でということで、おの

ずからそれらが単価というところまではいかない

んですが、全体の人件費割合とか離職された方の

雇用が４分の３以上とかですね、そういう条件も

要綱の中にございますので、それらを把握するた

めにもこの委託の契約書の中にはそういった部分

が割合として表示をしなければならないというの
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は要綱にもなっておりますので、それに従うよう

な形で発注というのがなっていくんではないかと

いうふうに話しております。 

○中島委員 

 都市整備部長もみえますけども、基本は同じと

いうことだと思うんですね。非常に複雑に答えら

れて、雇われる方が、やはりきちんとした給料の

保障がされるようなものになるかどうかというこ

とは、やはり心砕いて、そういう形でやれるかど

うかという立場で相談をしていただくということ

で、ぜひお願いしたいというふうに思います。こ

の点については以上です。 

 不明道路の調査の内容について確認をさせてく

ださい。 

 知立市の路線が2,427あると。４メートル以上

の路線が443だと本会議で説明がありました。２

項道路は609ですか。今回は2,427のうち、２項道

路４メートル以上道路が今の数字であると。今回

の不明道路の調査の対象は548路線ということで

よろしいですか、いいですか。827路線というの

もちょっと本会議で言葉が出たんですが、これ全

部足すとちょうど2,427になるものですから数字

としては合うんですが、827路線というものがこ

れ何なのかということと548不明道路ということ

でいいのか、ちょっと確認をさせてください。 

○建築課長 

 ただいまの質問で、42条の２項道路ですね、

609路線ということで、今回の事業は400路線とい

うことで考えておりまして、ただ、その取り方が

延長されたものを分断で数えているものも含めま

すので、そういった形で400路線というふうにな

るわけでございます。 

 それから、827路線を判定しましたということ

で、これは42条の２項道路、609路線及び建築基

準法の道路でない道路が827ということでござい

ます。 

 548は全体が先ほど2,427路線ということで、そ

のうち差し引くと48路線、調査を終了した段階で

不明道路が548路線というような状況ですが、た

だ、この路線というのは先ほど申し上げたように、

一つの路線で重複するものがありまして、私の方

は延長が長いだとかそういうような路線を含めて、

ほぼ548路線を400路線で調査すれば大体網羅でき

るのかなということで、今回委託の内容について

は400路線ということでさせていただきました。 

○中島委員 

 400路線ということでありますが、先ほど548と

いうものを全部包括したもので400というふうに

みなしてやると、こういうことですね。 

 これは４カ月間かけてやっていただけるという

ね、スケール調査、測量をエクセルでその内容を

まとめるという仕事をやっていただくと。これは

しっかりやっていただきたいということだと思い

ます。緊急雇用じゃなくてもほんとはやらなきゃ

いけない宿題をここでやってもらうということで

すよね。ずっと懸案事項。狭隘道路にうちが建っ

てて、昔、昔その昔建っていて、建てかえようか

なと思ったときに、これだめですよと。これは42

条の２項道路でもないし、道路ではないと、こう

いうふうになっちゃって、家が建てかえられなく

て困っていると、こういう人たちがいますよね。

何件が私どもも相談を受けてかかわったことがあ

りますけども、にっちもさっちもいかないような

こういう問題がありまして、42条の２項道路とい

うふうに認定されれば晴れて家が建つと、こうい

うことになるんですね。 

○建築課長 

 建築基準法の道路ということで２項道路に認定

されれば建築されるということでよろしい、いわ

ゆる質問者の言うとおりでございます。 

○中島委員 

 ４カ月間でこれはしっかり完了できるというこ

とで見ていらっしゃるのかどうか、その暁には、

今困っていらっしゃる方が救済されるようになる

のかどうか、その辺、手続上はどうなんですか。 

○建築課長 

 ただ、２項道路でないと認定されることによっ

て、やはり今、質問者がおっしゃるように、建築

が建たない、いわゆる２項道路でない道路という

ことになりますと、そういった建築基準法上、違
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法建築というふうにみなされてしまうと。いわゆ

る申請をしても接道されないというふうになりま

すので、そういった問題が調査によって２項道路

にならない場合は、そういった問題点が生じてき

ます。 

○中島委員 

 運命の分かれ道でね、42条２項の道路ですよと

認定されればいいけども、認定されなかった場合

にはもう家は建ちませんと、こういうことに机上

では言うわけですね。現実に家が建ってて、かな

り昔から建ってて、その当時はこれでよかったん

だということでね、よかったというか追認された

形で建ったわけですけど、それがだめだと。ここ

のところはどういうふうなこの調査で分かれてい

くわけですか。 

○建築課長 

 業務内容で道路の幅員、これが２項道路という

のは、いわゆる通常ですと建築基準法の道路は幅

員が４メートル以上のものとされております。そ

の42条の２項道路については、幅員が４メートル

未満の道路も特定行政庁、知立市の場合は県にな

りますが、そこで県が指定したものは幅員が４メ

ートルあるものとみなすと。だから４メートル未

満でも県がそういった指定をすれば２項道路とし

て取り扱う、その条件が行政庁の管理に属する幅

員1.8メートル以上４メートル未満の道路という

ことでございます。 

 ならない道路とはということでしたよね。いわ

ゆるその逆で、２項道路に該当しない道路、県が

指定してない道路、それから２項道路、1.8メー

トル未満の道路ということでございます。 

○中島委員 

 1.8メートル以上は準市道のような形で知立市

がやってるよね。県の指定というのは、その準市

道というような形ということですか。それにも該

当しない1.8メートル未満が２項道路にも該当し

ないと、こういうことですか。 

○建築課長 

 そういうふうに理解しております。 

○中島委員 

 そしたら、1.8メートルあるかないかだけの調

査ということ。 

○建築課長 

 幅員と現場写真、起点と終点ですね、そういっ

たものをはかって調査します。それで先ほどパソ

コン、データで保管して判定をするという形にな

ろうかと思います。 

 以上です。 

○中島委員 

 だからつまりね、起点、終点、ここからここま

での間だよということで、この間は1.8メートル

ないよということになったら２項道路に該当しま

せんと、こういうことなんですか。こういう単純

な話でいいんですか。 

○建築課長 

 建築基準法の２項道路につきましては、県の指

定した道路ということでございまして、愛知県の

建築基準条例です。そこで先ほど1.8メートル以

上４メートル未満の道路ということで判断してお

りまして、調査は先ほど幅員だとか折れ点だとか

起点、終点等を調査して、測量も行いましてデー

タ入力ということですので、質問者がおっしゃる

1.8メートル未満の道路は建築基準法の２項道路

ではないのかということをおっしゃっておられる

と思いますけれども、1.8メートル以上４メート

ル未満の指定されてる道路が２項道路というふう

に判断をしております。 

 ただ、もう一つございました。市街地建築物第

７条ただし書きの規定により指定した建築線でそ

の間の距離が2.7メートル以上４メートル未満の

ものもということも含まれておりますので、先ほ

ど1.8メートル以上４メートル未満の道路という

ものと今申し上げたものも含まれておりますので、

よろしくお願いします。 

○中島委員 

 全然わからなくなっちゃんだけど、つまり1.8

メートル未満は全く論外ということですね、まず

一つは。そういうことじゃないの。 

○建築課長 

 ２項道路として判定できるものはということで



- 16 - 

先ほど申し上げました1.8メートル以上４メート

ル未満ということと、それと道路幅員が1.8メー

トル以上で現地で市が管理している道路幅員が

1.8メートル以上及びその道路に沿って建築物が

２戸以上建ち並んでいれば２項道路として判定し

得るということでございます。 

○中島委員 

 現況建ってるか建ってないかにもよって違うよ

ということなんですが、今、市民が直面している

のは現実建ってて建てかえができないと、こうい

う問題で、こういう問題がどの程度解決されるこ

とになるんだろかということが一番関心事なんで

すね。相談にも窓口に今も行ってらっしゃる方が

あるけど、だめだ、これは２項じゃないとかって、

その基準が十分わからないということを私は言っ

てるんですよね。なぜこれが該当しないのか、す

るのか。今度の調査で非常に明確にきちっとこれ

が出るということですか、この調査で。問題にな

っているところなんかは現地に行ってはかったり

して起点、終点がどうなっているかとかね、問題

になっているところは今まででも見てもらってい

るわけでしょう。それでわからんことが、この調

査でわかるようになるとは考えられないんですね。

今の話だと。だから測量だけの話であれば、今ま

でもやってる、問題になったところは。何か変わ

るんですか、期待できるものはないんですか、じ

ゃあ。 

○建築課長 

 あくまでも今回の委託内容は、まだまだ不明道

路が調査してない部分がございますので、まずは

その調査を行うと。 

 質問者がおっしゃっている現にもう既にいろい

ろ以前から御相談がある案件についても、いわゆ

る幅員だとかそういった道路が、今申し上げた２

項道路として判定でき得るものかどうかというの

が以前から問題であったし、その判定については

課題もあったと思います。 

 ただ、それがどのように問題解決されるかとい

うのは、あくまでも建築基準法のこれらの判定に

基づいてするもので、この調査したからといって

問題解決するものではございません。だから、あ

くまでもまだ建築確認申請があがってきたり、あ

るいは電話で相談があった、いわゆる接道だとか

そういうものについて、今まで土木台帳、道路台

帳だとか過去に例があった資料だとかそういうも

のに載ってない不明道路について、先ほど400路

線と申し上げましたが、それを調査させていただ

きたいということでございます。 

 以上です。 

○中島委員 

 今抱えている悩み多き問題については、これで

すぐ解決の方向に向かうというものではないとい

うことですよね。 

 ただ、そういう道路、それから家が建ってる、

建ってないという実態、そういうものをもっと今

は声あがってきてないけれども、今にあがってく

るかもしれませんね、そういう世代交代の中で。

そういうことで、つかんでおこうと、こういうこ

とですね。実態としてはそれはつかんでおかなき

ゃいけないのでいいんですけども、今後の対応と

しては、台帳できちっと整備されましたと。住民

が言ってきたと。台帳を見て、これだめですとい

う対応ではまた困るわけでね、ほんとに市民が今

抱えている問題をどう解決していくのかというこ

とを一緒になって考えてあげるところだと思うん

ですよね。その点どうなんですか。その辺はこれ

はだめというお墨つきをつくるんだということに

なっちゃ困るんですよ。だめだというお墨つきを

つくるだけと。あとは知りませんと。その辺の考

えはどうですか。 

○建築課長 

 あくまでもそういった不明道路の状況を把握す

るために今回調査するもので、ただ、今質問者が

おっしゃるように、問い合わせがあって、真摯に

その内容を受けとめて、こういう原因だとか状況

を説明して理解していただくというような対応を

していきたいと。 

 ただ、現実そういったこの調査で２項道路にな

らなかった道路、ただ、先ほど申し上げた２項道

路として判定できるものもございます。 
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 ただ、境界確定ができないものだとかそういっ

たもので、どうしても調査ができないものもござ

います。所有者の関係もございまして。そういっ

たいろんな状況があろうかと思いますので、やは

り説明するということをまずはさせていただいて、

相談に乗らさせていきたいなというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いします。 

○中島委員 

 建築確認をする場合には、もちろん基準法に従

ってやらなきゃいけないということが大前提です

ので、こういうものをきちんと整備しようという

こと、それは評価するわけですが、対応について

は、ほんとに悩み多き問題、ほんとにうちが建て

かえられないということで困ってみえる、こうい

うことについては、どういう方法があるのかとい

うことを真摯に受けとめて相談に乗っていただき

たいと。門前払いということのための２項道路の

調査じゃないというふうに私は位置づけをお願い

したいなというふうに、これはお願いしときます。 

 それから、今回は緊急雇用ということでこれが

載せられてきたわけですが、今後、地域活性化経

済危機対策臨時交付金というものが国の方で出さ

れまして、活用事例というものがたくさん国の方

からも出ていますよね。そういうことも今後、今

回の緊急雇用の研究をしたように、今後の計画の

中でやっていってほしいなというふうに思うんで

すけども、それぞれの部課でこれについてはどの

ぐらい研究したのかなということを私ちょっと聞

いておきたい。これからの問題としてですが、す

ぐやらなきゃいけないというふうに思うんですね。

水道施設、下水道いろいろあります。この事例の

中では。もちろん今の遊具施設の整備事業、公園

の遊具施設の整備事業、こういうものも交付金の

対象になっております。住宅リフォーム補助事業、

これも対象になっております。事例で出ておりま

す。水道施設は更新、耐震化事業、耐震化という

のはちょっとやりましたけども、施設の更新とい

うようなこと、それから、公共施設のデジタル化、

これは公共施設全体というような事例がたくさん

私どもファクスで取り寄せたんですけども、こう

いう事業がさまざまな分野に出ております。当然

のことながら、今、課題になっている問題をこれ

に位置づけて交付金をしっかりとというこういう

姿勢はあろうかと思いますけども、各部でこれを

どういうふうに今から研究、検討していくのか、

この点についてお聞かせをいただいて、私の最後

の質問にしたいと思うんです。 

○建設部長 

 緊急雇用ということで３カ年ということで自分

の自由の県のお金がいただけるということで、た

くさんのメニューいただいております。私どもの

手元にもございまして、先週の末には緊急雇用の

対策本部の会議を開きまして、各部該当する事業

があったら提出をということで、各部でいろいろ

検討はさせていただいて、私ども今、建設部であ

りますが、本会議に段階でも御質問があったんで

すが、特に河川とか側溝の清掃とかそういった分

もできるんではないかという御質問をいただいた

わけでございますが、今この先ほど言う他市のメ

ニュー等も勘案しまして、できましたら、まだこ

れから県のヒアリングとか内容によりましてそれ

をヒアリングを受けるわけでございますが、でき

ましたらそういう道路施設、河川施設等の施設の

適正な管理ということで、名称は仮称ではござい

ますが、道路河川施設管理保全適正化事業という

ような名称を使いまして、できましたら道路の清

掃点検、河川の管理ですね、そういった部分とあ

わせまして、できれば交通安全施設のカーブミラ

ーとかガードレールとかこういうものの点検です

とか、カーブミラーができれば掃除もいいじゃな

いかということとか道路標識等の点検、それから、

一番冒頭でも委員おっしゃられましたが、道路パ

トロールというですね、これ今、職員で２週間に

一回ずつ回っておるんですが、これらもできまし

たら公園パトロールと同様に、できましたら道路

パトロールというものを人をお雇いしてできたら

ということで、要は、道路施設にかかわるものに

ついてそういう緊急雇用でメニューとしてお出し

して認められるような形にならないかということ

で案としては出させていただくような形を考えて
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おります。 

 以上でございます。 

○都市整備部長 

 今、御質問者あったのは、地域活性化経済危機

対策の臨時交付金という中身だと思いますので、

そちらについて都市整備部のそちらのメニューい

ろいろ見させていただいて、当面対象とできそう

な事業となりますと、やはり公園事業しかないと

いうことで、御質問者からもありましたように、

今内部的に検討させていただいておりますのは、

遊具の施設整備ということで、これまでリニュー

アル化しておりますが、それを実計にあがってい

るのを前倒しで何とかできないかというようなこ

とで、これが経済危機対策臨時交付でできないか

というような検討をしております。 

 それとあわせまして、公園の中の照明施設でご

ざいますが、これ、かなり老朽化してる公園もご

ざいまして、管理上非常に支障になってる部分も

ございまして、こちらの照明施設の整備事業とい

うことで、これ安心・安全という分の中でお願い

できないかということで、こちらについても今、

内部的に検討させていただいております。まだ内

部の検討段階ですので、正式に事業として採択さ

れたということではございませんので、前の状況

でございます。 

○建設部長 

 申しわけございません。ちょっと訂正をさせて

いただきます。 

 私、先ほど申し上げたのは、緊急雇用創出事業

ということの先ほどのメニューということで、ち

ょっと勘違いさせていただきましたので、そうい

ったメニューでは出していきたいというふうで御

理解いただきたいと思います。 

○上下水道部長 

 上下水道部としましては、先ほど建設部長も答

弁させていただきましたけども、緊急雇用の点で

会議が行われまして、新たな追加も来るというこ

とで、私どもも今は業務を精査しておりまして、

新規事業でそういう人件費の割合の条件もござい

ます。そういうのをクリアできるものが何かメニ

ューないかと今精査しておる段階で、メニューが

結果的に出せるかどうかわかりませんけども、今、

内部で検討しとるという段階でございます。 

 以上です。 

○中島委員 

 緊急雇用も宿題、ふるさとの方も含めて宿題に

なってて、検討会議をやっていただいていると。

それは本会議の方でもお願いしたところで、ぜひ

具体化をしていただきたい。今、建設部長の方か

らありましたメニューも大変いいじゃないかなと

いうふうには思いましたけど、これは各部でしっ

かりやっていただきたいなと。 

 ただ、今、直接聞いたのは、地域活性化の方の

交付金ということで、公園のものが具体的に言わ

れました。建設の方では、今言いました住宅リフ

ォームの補助事業というのもあがってくるんです

ね。一般質問でぜひこれは景気対策としても地元

の業者の仕事ということも含めて、それからたく

さん耐震とセットでやった場合も必ずリフォーム

が加わってきますからね、これもオーケーだよと

いうことで耐震の促進といういい効果もあるとい

うことで、これは住宅リフォーム補助事業という

のも出てきましたので、一つの案としてね。私は

これは前向きにやっていただきたいなというふう

に思いますが、その点もお聞かせください。 

 それから、水道の方は検討中ということで緊急

雇用の方の検討中ですね。地域活性化の方はどう

ですか。 

○建設部長 

 建設部が今まで耐震化というのに対して補助金

を出させていただいて耐震化の方に積極的にとい

うことで設けておったんですが、本会議の質疑の

中にもございましたように、リフォームというこ

ともまずはメニューの中に加えられるんじゃない

かということでしたが、これは市民部の方と一回

連携させていただきながら検討させていただきた

いと思います。 

 以上です。 

○清水副市長 

 臨時交付金の関係でございますけども、先ほど
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も都市整備部長が御答弁させていただきましたよ

うに、今それぞれ内部で今回の交付金に合致する

そういった事業の精査中でございます。 

 これをそれぞれ各部長に問い合わせをしていき

ますと、数億円を超えてしまうような総事業費に

なってしまうのかなと。知立市に今現在配分を予

定されておりますのが、約１億2,700万円という

一つの配分枠が今ございますので、その中で、そ

れぞれ各部から精査されて出てきたものをですね、

またこれを精査しなくてはいけない、そういうこ

とになりますので、本会議でもありましたように、

またこの委員会でもいろいろヒントをいただいて

いる部分もございますので、その中身を含めて今

精査中だということでございます。 

 結果的には先ほど申し上げた知立市に配分を予

定されているその枠の中では満額対応していきた

いと、そんなふうに考えているところでございま

す。 

○中島委員 

 各部から出してもらうということは当然これま

でのまちづくり交付金とかいうのもそういう対応

でやっていただいたということを承知しておりま

すが、今回の新しいものについても、今、懸案と

なっている事業にかかわるメニューもあるなとい

うことを私も見ておりまして思ったものですから

ね、それで各部というふうに言ったわけですが、

下水道の方は、もし今検討しているものがあると

すればお答えをいただけますか。水道下水道、そ

ちらの部で。 

○水道工務課長 

 水道工務課の方は、先ほど副市長がおっしゃい

ました両方の面で提案は一応しております。本来

水道は水道法上でいきますとライフラインを死守

しなければいけないということで、その台帳を私

ども今、マッピングシステムは導入してあります

が、それについて各戸のデータが入っていないと

いうことで測量をしてそういうデータを入れたい

という作業を提案しております。先ほどちょっと

実施計画にはまだあがってませんので、その辺で

今、査定を受けておる最中です。 

○下水道課長 

 下水としましては、そういったところを部の中

で協議した中身で、今、下水道台帳ということで

既に整備を進めてるところはございますので、そ

の辺は今後内容等をもう尐し精査した中で検討し

ていきたいというふうに思っております。 

○中島委員 

 １億2,000万円余の枠がありますからね、あれ

もこれもということでやっても全部これは採択さ

れるものではないということは当然だと思うんで

すね。 

その中で基準を考えていく一つの物差しという

もの、従来やってた延長線上のものをお金使って

やっちゃおうかというこういうものは私はほんと

はふさわしくない。やはり新しく取り組んでいく

というね、こういう事業ならやってみようじゃな

いかというようなものを私はやっていただきたい

なと。思いつかなければ従来のものへお金もらお

うかということでいいと思うんですが、その辺の

スタンスですね、住宅リフォームのことを私はぜ

ひ提案したいと思いますけれども、どのぐらいの

方がたくさん手を挙げてくださるかそれはわから

ないんですけど、例えば耐震とセットでやってく

ださいと。そうすれば両方の効果が上がるという

ことで、それにも耐震のための補助のプラスワン

になるような位置づけ、これもいいんじゃないか

と。耐震化率を90％に上げようといってるわけで

すからね、とてもおぼつかないこの数字をどう引

き上げるかというところでは、新たでもあり非常

に壁を突破するためのいい効果があるんじゃない

かというように思う。 

そういうことで、この交付金の位置づけという

ものを従来の継続型のところのお金じゃなくて、

政策的に非常に効果を生み出すような、そこに軸

足を置いてやっていくべきじゃないかと。この点

についてお考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○清水副市長 

 今、御質問者おっしゃるとおりかなというふう

に思ってます。また最近のいろいろな環境問題、
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ＣＯ２削減の問題でありますとか、そういった今

の時代に求められているそういったものも積極的

に検討、俎上にのせて十分検討していきたいとい

うふうに思ってます。 

 また、今回の国の方のいろんな景気対策におけ

る補正予算の絡み、また、本会議でありましたス

クールニューディール、そういった事業費もまい

ることになっておりますので、そういったものも

先ほど申し上げましたように、積極的に活用して

対応していきたいというふうに思っております。 

○池田委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 

 これで質疑を終わります。 

 次に、討論に入ります。 

 まず本案に対する反対討論の発言を許します。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 池田委員長 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 議案第37号について挙手により採決します。 

 議案第37号は原案のとおり可決することに賛成

の委員は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○池田委員長 

 挙手全員です。したがって、議案第37号 平成

21年度知立市一般会計補正予算（第２号）の件は、

原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、本委員会に付託された案件の審査は終

了しました。 

 なお、本会議における委員長報告の文案につき

ましては、正副委員長に一任願いたいと思います

が、御異議はありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 

 異議なしと認め、そのように決定しました。 

 以上で、建設水道委員会を閉会します。 

午前11時52分閉会 

――――――――――――――――――――――― 

 会議の経過を記載して、その相違ないことを証

するためここに署名する。 
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